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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· クルージングの案内がWIZ掲示板に掲示されています。各自、掲示板にて日程等を確認し、参加を希望する方はTQOチーム（内線303）まで連絡して下さい。

· 平成20年度学術研究発表についてですが、抄録を8/31（日）までに提出（期限厳守）して下さいとの事です。提出先は指定のフォルダ「WIZ⇒委員会⇒教育委員会⇒平成20教育員会⇒学術研究発表⇒抄録はこちらへ」へ保存し、コメディカルグループ小嶋さんまで提出した事をメールで連絡して下さい。不明な点は、小嶋さんまで確認して下さい。
· 蛍光灯の発注に関してですが、蛍光灯が発注された際に、何処の場所で使用するのかが不明瞭であるとの事で、使用場所を発注時に知らせてほしいとの事です。今後、発注する際にはコメント欄に使用場所を記載して下さい。
· PSW病院実習に関して連絡が来ています。青森県立保健大学より、8/15～8/31の期間中に2名の実習生が来るとの事です。木村　圭佑氏が8/20・21の2日間、太田　幸恵氏が8/22・23の2日間、北病棟にて実習に入る予定となっています。指導計画書を作成しているので、計画書に沿って当日の指導担当者は指導して下さい。
· 本日17:30より、青仁会納涼会が行われます。勤務以外の方は参加して下さい。
＜患者様連絡事項＞

· 坂本　のり子様～本日、妹様（吉村　裕子様）より電話連絡があり、盆外泊をさ
　　　　　　　　せたいとの希望が聞かれています。日時は8/12（火）PM17:00
　　　　　　　　～8/14（木）PM14:00、2泊3日での外泊をさせたいとの事です。
　　　　　　　　外泊願い用紙は記載して頂いた為、主治医へ確認する事として
　　　　　　　　います。

· 豊川　明男様～本日、保護者様（切明畑　シゲ様：叔母）の面会があり、お尻拭
　　　　　　　きを購入してきたとの事で本人様へ渡しています。
＜猪股Drケース検討＞

· 中野渡　鉄男様～現在、単独外出での問題は特に見られていません。先週の診察
　　　　　　　　にて、本人より知人と外出したいと主治医へ希望されていまし
　　　　　　　　たが、主治医からの条件である保護者様への確認が出来ていま
　　　　　　　　せん。各勤務帯での電話連絡を続けていますが、電話が繋がら
　　　　　　　　ず確認が出来ない状況です。主治医へはその旨を伝え、電話連
　　　　　　　　絡は引き続き行っていく事としています。

＜猪股Dr診察＞

· 五日市　規様～鼻閉の訴えが聞かれ、メインター点鼻薬1本が臨時処方となって
　　　　　　　います。主治医より、4回／日で使用するよう本人様へ説明あり、
　　　　　　　各食後薬と就床前薬服用時に使用する事としています。

· 蛯名　勝幸様～胸部苦痛、脈拍リズム不整があり、3回／日の脈拍測定を行って
　　　　　　　いましたが、脈拍リズムの乱れや症状の悪化も見られない為、脈　
　　　　　　　拍測定は中止しても良いとの指示を受けています。

· 井上　和美様～サンコバ点眼薬1本が臨時処方となっています。

＜PSW連絡事項＞

· 豊川　明男様～青山荘入所申し込みを始めていますが、本人様の意向として「今
　　　　　　　すぐ入所するのは難しい気がする」と話していたとの事です。現
　　　　　　　在、青山荘見学を検討していますが、本人様へ青山荘で自分は何
　　　　　　　をしていきたいのか、何を改善していきたいのか等の具体的な目
　　　　　　　標内容を確認して下さい。それらの内容を文章として書式化し
　　　　　　　PSWに渡して頂ければ、PSWで目標の内容に合わせて青山荘見学
　　　　　　　の日程を調整するとの事です。見学は山田PSWが付き添うとの事
　　　　　　　です。

· 田野端　忠夫様～精神障害者保健福祉手帳の有効期限が今月の31日までとなっ
　　　　　　　　ており、更新手続きをする事となっています。現在、手帳は久
　　　　　　　　慈市の自宅にあるとの事で自宅へ電話連絡しています。保護者
　　　　　　　　様は不在であり、“留守番を頼まれている人”という方が対応
　　　　　　　　したとの事です。その方が保護者様へ手帳更新申請手続き等に
　　　　　　　　ついて伝えるとの事で伝言を預けています。保護者様に伝言が
　　　　　　　　伝わり、当院へ電話連絡が来る事となっていますので、連絡が
　　　　　　　　あった際は、いつ来院して頂けるのか日時を確認して下さい。
　　　　　　　　また、更新には本人様の顔写真が必要との事ですので、その事
　　　　　　　　も説明して下さい。

· 五日市　規様～青山荘入所について主治医より許可があり、PSWが入所申し込み
　　　　　　　をしています。PSWが従兄弟様（土屋様：八戸市在住）へ連絡す
　　　　　　　るとの事です。見学の日程をこちらで決めて頂ければ、山田PSW
　　　　　　　が見学に付き添うとの事です。

＜生活習慣改善プログラム報告＞

本日より上記プログラムが開始となっています。各患者様の前期目標は以下のようになっています。

（糖尿病）

· 清川　厚子様～不調の訴えあり不参加。

· 戸賀沢　潔様～今のままで太らないようにする。

（肥満）

· 板橋　雅勝様～腹囲を5cm減らしたい。

· 元沢　政治様～腹囲を5cm減らしたい。

· 田野端　忠夫様～腹囲を4cm減らしたい。

· 駒木　洋士様～腹囲を4cm減らしたい。

· 坂本　秀男様～今より太らないようにウォーキングをする。

· 法霊崎　恵子様～体重を3kg減らしたい。

· 東海林　康之様～ストレッチをして腹囲を5cm減らしたい。

· 吉田　富秋様～腹囲を3cm減らしたい。

上記が今回、患者様から出された前期目標となっています。目標はケアプランへ反映し、統一したケアを実施していきましょう。

＜SSTミーティング＞

Aグループ～短期目標の設定を行っています。

　　　　　　積極的に今月の目標を設定し、発表していたとの事です。中野渡様は、先月ははっきりとした口調で話す事が出来たとの事で違う目標を設定していたとの事です。話す際に下を向き、小声で話す患者様もおり、介入を要する事もあった様子です。

Bグループ～短期目標の設定を行っています。

先月の評価を踏まえ、今月の目標設定をしていたとの事です。患者様はそれぞれ、自分の問題点を認識出来ているようでしたが、積極的に目標のステップアップをしようとする方は少なかったとの事です。

Cグループ～短期目標の設定を行なっています。

　　　　　　患者様はそれぞれ今月の目標を考えてきており、先月の目標で出来なかった事がある為、目標を継続したいとの意見が聞かれていたとの事です。

Dグループ～短期目標の設定を行なっています。

　　　　　　目標設定自体はスムーズだったとの事ですが、先月と同じ目標で良いという患者様が多かったとの事です。

・次回は「感謝の気持ちを伝える」としてロールプレイを行っていきます。

＜勉強会「仕事の取り組み方①」＞

藤原SGMを講師に、上記内容についての勉強会を行っています。詳細については、別紙資料を参照して下さい。

勉強会資料

「もっと仕事上手になるために」

1． 仕事の成果は取り組む姿勢で決まる

仕事の成果は、取り組む姿勢で決まります。自分の仕事を大切にして、一つひとつ着実に進めて行く事が必要です。

（１）１つの仕事に集中する

与えられた自分の仕事は、まず計画を立て優先順位を決め、そして１つの仕事に集中していくことが、ムリ、ムダ、ムラなく仕事に取り組むことにつながります。

（２）優先順位を決める

期限の迫っているもの、重要なもの、内部よりも外部に関わる仕事の方が優先されます。分らない場合は上司や先輩に相談して決めることが必要です。

（３）仕事に工夫を凝らす

最初に教えられたとおりにまずやってみて、２度目以降は自分なりの工夫を凝らすように取り組むことが必要です。「より正しく」「より早く」「より楽に」「より安く」の４つに重点をおいて工夫しましょう。

（４）気働きで信頼される

私達は、職場のある役割を分担して仕事をしています。つまりチームとして働いているわけですから、チームワークが必要になります。

· 忙しそうな人が入れば協力を申し出る

· 席を離れる時は、行き先、帰院時間を必ず伝える

· ミスをお互いにカバーする

問題が起きた場合は自分の問題としてとらえ、解決策を自分なりに考えます。

2． 効率良い仕事の仕方

仕事を効率的に行うことが基本です。プロとして効率的な仕事の進め方を身につけましょう。

（１）プラン・ドゥ・シー（Plan-Do-See）

　どのような仕事も、まずどう進めるか計画（Plan）を立て、それに基づいて実行（Do）し、終わったらそれが計画どおりに進んだかどうかを検討・評価する（See）というサイクルをたどります。常にこのプロセスを繰り返すのが仕事の原則です。

それに付け加えて大切なことが２つあります。１つはプラン・ドゥ・シー（Plan-Do-See）を上司の指示命令どおりの内容で確実に行うことです。もう一つは仕事の結果をタイミング良く上司に報告することです。これを成し終えて、初めて１つのプラン・ドゥ・シーのサイクルが終了します。

（２）仕事の進める要点

指示された業務について押さえておくべき要点を以下に挙げています。

	仕事の指示命令を受ける
	仕事の目的をはっきりとつかんでいるか

	
	ねらいは何か

	
	なぜそれが必要なのか

	
	いつまでにやればいいのか

	
	どこまでやったらよいか

	
	どのようにやるのが最も良いか

	仕事に関連ある資料・情報を集める
	仕事の計画や遂行に必要なデーターベース、データ、情報をくまなく集める。関係のない情報はいくら集めても仕方ないので情報を選択、識別する目が必要

	
	必要があれば、積極的に上司や先輩から情報収集していますか

	仕事の手順・方法を考える
	長時間にかかる仕事であればあるほど、進める手順や用いる方法によって能率に差が出ます。合理的と思われる仕事の手順を考えてみる

	
	５W1H、チェックリストなどの活用はしているか


















































